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第 1回ワークショップ「街路樹と触れ合おう」実施概要 

【ワークショップのねらい】 

・街路樹のファン（理解者、支援者）を増やす。 

・樹木の見方を学ぶことを通して、点検や異常通報の面での参画が可能な市民を増やすきっかけ

とする。 

・乞田川のサクラのあり方、将来像について考えるきっかけとする。 

 

対 象：市内在住の方々 

開催日時：平成 30年 7月 29日（日）13：00～15：00 

開催場所：乞田貝取ふれあい館 3階ホール 

参加人数：14名 

実施概要： 

1. 野村委員ご講演「サクラの特徴と管理の必要性について～乞田川を題材に～」 

2. フィールドワーク「乞田川のサクラの健全度調査の体験」 

3. 意見交換「乞田川のサクラについてどう感じたか、何ができるか」 

   
 

主な意見の概要： 

・沿道住民と観光客それぞれに対してアンケートを取り、乞田川沿いの街路樹に関する今後の方

針や住民参画の可能性を検討していくと良い。 

・花期以外にこのようなワークショップを開催して他の時期のサクラの状態を知っていただく機

会を設けてはどうか。 

・子供は木の根の上に乗ったりして遊んだりする。木がどんな状態なのか簡単にわかる子供（小

学生）に向けたワークショップを開催してはどうか。 

・伐採したサクラについて住民の意見をもらうことができれば良い。伐採したサクラに対して、

何故その対応が必要となったのか看板を設置すると良い。 

・開花時だけでなく、永山から多摩ニュータウン駅にかけての緑陰を持つ遊歩道としても重要と

考えている。植え替える場合は緑陰を持つ並木としてほしい。 

・サクラの下の方であれば、市民でも点検は実施可能と思った。アダプト団体では、雑草の草刈

りの他、サクラのヒコバエ除去を実施している。 

  

資料３ 
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第 2回ワークショップ「街路樹と触れ合おう in メタセコイア通り」実施概要 

【ワークショップのねらい】 

・街路樹のファン（理解者、支援者）を増やす。 

・市として、メタセコイア通りが市の魅力をアピールする題材として重要視しており、そのため

にも課題（大径木）解決に取り組まなければならないことについて伝え、認識の共有を図る。 

・メタセコイア通りの将来像について考えるきっかけとする（市民意見を吸い上げ、改定版に反

映。今後の市民との合意形成の足ががりにする。） 

 

対 象：市内在住の方々 

開催日時：平成 30年 10月 6日（土）9：30～12：00 

開催場所：南鶴牧小学校 3階特別教室 

参加人数：10名 

実施概要： 

1. 池邊委員長ご講演「住宅地のみどりのマネジメント 多摩市が輝き続けるために」」 

2. フィールドワーク「メタセコイア通りの景観、メタセコイアの生育状況の把握」 

3. 意見交換「メタセコイア通りについてどう感じたか、何ができるか」 

   

 

主な意見の概要： 

・メタセコイア通りは全国に多くの事例はなく、新緑・紅葉の時期は美しく、多摩市並木の代表

になりうる。 

・メタセコイア通りは路線が短く、樹高が高いため、車で通行すると見えないまま終わってしま

う。間伐や枝すきして見通しがきけば車窓景観を楽しむことができると思う。 

・多摩市内には緑豊かな遊歩道が多く整備されているため、メタセコイア通りは散歩道として想

定していない。また、根上がりが多く発生してしまい高齢者にとって危険を感じることもある。 

・メタセコイア通りでイベントは住居前となるため実施してほしくない。 

・夜間にうっそうとした通りを歩くのは危険を感じる。街頭周りだけでもすかし剪定を行ったり、

全体的に間引くとよいのではないか。 

・伐採には抵抗を持つ人もいるため、理解をしていただく必要がある。 

・多摩市でもアダプト活動が増えてきているが、関心ない人への働きかけが重要である。 
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多摩市の街路樹に関する小中学生対象アンケート 

 

目的：市内在住の小中学生の街路樹に関する認識や考え、嗜好等を明らかにすること

により、 

その成果を街路樹よくなるプランの改定版の基礎資料とする 

対象：市内在住の小中学生 

期間：平成 30年 9月 10日～9月 28日 

回収：176名 

分析数：n=176 

◆回答者属性 

（１）性別                （２）年齢 
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◆街路樹について 

（１）あなたは多摩市の街路樹が好きですか？ 

 

 

（２）あなたは街路樹にどのような木が適していると考えますか？（複数回答）
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（３）あなたが大人になったときどのような街路樹があるといいですか？（複数回答） 

 

 

 

（4）今後、学校で街路樹について出張講座やワークショップがあったら参加したいと思いま

すか？ 
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（５）多摩市の街路樹に対して感じること、思っていることを自由にお書きください。（自由

回答） 

意見の概要 

感想 
・自然を感じられる。綺麗。さわやかな気分になる。見守られているようで安心

する。 

・サクラの開花時期や紅葉の時期はとても綺麗だ。ギンナンはにおうが紅葉は綺

麗。 

・花期に木の本数が多いと花の匂いがして良い。 

・邪魔な場所にない。 

・通学路に木陰を作ってくれて助かる。 

・小雨の時に雨宿りができ、落葉時は遊べて楽しい。 

・いろいろな種類の木があり良い。 

・地球温暖化対策のため、自然を増やすべきだ。 

・都市景観に緑という気持ちの良い色を与えてくれる。街路樹はあり続けてほし

い。 

・木がない多摩市は良いと思えない。 

要望 

（期待） 

・街路樹を増やして緑豊かで自然あふれる多摩市になれば良い。 

・多摩市＝自然という印象になったら良い。 

・桜や紅葉など色のある木で華やかな多摩市になれば良い。 

・果物のなる木が良い。虫のつかない木が良い。 

・日陰のある木を増やしてほしい。 

・かわいそうなので切らないでほしい。枯れていない木は切らないでほしい。 

・誰にとっても邪魔でない管理された街路樹であってほしい。 

要望 

（苦情） 

・大きすぎると地震の時に危ないため、大きくならない街路樹が良い。 

・街路樹でケガをしたことがあるので、大きい木の方が良い。 

・街路樹は鳥が多く集まる場所、鳥の糞が汚いので管理してほしい。 

・ギンナンなど臭いの強い木や虫の多い木は嫌だ。 

・桜の木は毛虫が大量発生するので嫌だ。 

・落葉樹は葉が散った時に殺風景に見えることもある。 

・家族の運転時、街路樹が邪魔になり歩行者が見えず危険を感じたことがある。 

・街路樹が大きく成長した場所で道がボコボコしているので直してほしい。 

その他 
・関心を持ったことがない。 

・何故木が必要なのかわからない。 

 


